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豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
男
女
が
多
様
な
生
き
方

を
認
め
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い

つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
や

市
民
団
体
の
活
動
、
制
度
改
正
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
参
画
す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
、
共
に
責
任
を
担
う
社

会
で
す
。

　

平
成
８
年
に
策
定
し
た
登
別
市
総
合
計
画

で
『
女
性
も
と
も
に
参
画
す
る
地
域
社
会
づ

く
り
』
を
掲
げ
、
平
成
９
年
か
ら
市
民
の
参

画
を
得
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
や

計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
平

成　

年
９
月
に
『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
基

14
本
計
画
（
の
ぼ
り
べ
つ
・
は
ぁ
も
に
ぃ
プ
ラ

ン　

）
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

21
こ
の
計
画
は
、

１
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

　

現
２
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

３
、
雇
用
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
男
女
平
等

　

の
実
現

４
、
健
康
的
な
生
活
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
送

　

ら
れ
る
社
会
の
実
現

の
４
つ
を
基
本
目
標
と
し
、
憲
法
に
う
た
わ

れ
て
い
る
『
個
人
の
尊
重
』
と
『
男
女
平

等
』
の
理
念
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、
長
い

歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
社
会
的
、
文
化

的
に
つ
く
ら
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
差
）
に

と
ら
わ
れ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
自
ら
の
意
思
で

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
広
く
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
募
に
よ
る
５
人

と
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
者　

人
合
わ
せ
て

15

　

人
に
よ
る
『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会

20づ
く
り
推
進
会
議
』
を
設
置
し
、
年
度
ご
と

に
実
施
計
画
の
進
行
管
理
や
意
見
を
述
べ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
同
推
進
会
議
で
は
、
そ

の
ほ
か
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
啓
発
の

た
め
、
講
演
会
の
主
催
や
登
別
市
男
女
共
同

参
画
情
報
誌
『
ア
ン
ダ
ン
テ
』
の
企
画
・
編

集
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

▲男女共同参画社会づくり推進会議

～性別や年齢の違いを超えて、男女が平等に、そして自分らしく生きていくために～
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講演のご案内

君と僕　互いの力　生かし合う　共同参画パートナー
（男女共同参画社会づくり一行最優秀賞）

　　H１９年度
　　男女共同参画出前セミナー

　『あたりまえ』の変遷、
　　そして『優しさ』の行方
　－子育て・介護・地域活動－

　男女平等を土台に、心を合わせ、力を合わせ、助け合って男
女が共同で社会づくりを推進する男女共同参画社会の実現に向
けて、『男らしさ、女らしさ』といった固定的な意識にとらわ
れず、男女が自分らしく生き生きと生きることについて考える
ことを目的に講演会を開催します。

▼日時　１１月１８日（日）　１３：３０～１５：３０

▼場所　市民会館２階中ホール

▼講演者　 入  江  明  美 さん（札幌大谷大学短期大学部准教授）
いり え あけ み

▼参加料　無料

▼申し込み　１１月１２日（月）までに電話で市民サービスグループ


